


皆さんの遂行機能はどう？



遂行機能障害ってどこの問題

前頭葉

頭頂葉

後頭葉

側頭葉



そもそも遂行機能とは？
医学・神経心理学的には、実は「遂行機能とはこれ」と完全に統一された一つの定義があるわけではない 

遂行機能障害とは目標を設定し、その目標を達成するために行動を 
計画・開始・調整・監視・修正していく能力が障害された状態

「目的を達成するために、自分の行動をコントロールする機能」

遂行機能をシンプルにいうと

→ 何をすればいいか考える：目的 
→ 行動を始める：計画 
→ 順番に進める：開始 
→ 状況が変わればやり方を変える：調整 
→ 「ちゃんとできているか？」を確認する：監視 
→ 間違っていれば修正する：修正 
→ 終了する

トイレに行く

この一連を目的に向けてまとめ上げる働きが遂行機能です。 
「遂行機能＝計画能力」と説明すると少し狭すぎ 



精神的・心的エネルギー

発動性・抑制

注意力・集中力

情報処理

記憶力

遂行機能

自己認識

神経心理学ピラミッド

→覚醒していられない状態

→無気力・脱抑制(心のコントロールができない)

→集中力の持続が困難

→受信・発信ができない（情報の把握ー、断片的表現）

→記憶障害

→遂行機能障害

→病識欠如 行動すら起こらない場合は？
→これも注意障害？

高次脳と注意のポジション
注意＝情報処理の能力である なぜ注意を疑うのか？



そもそも遂行機能とは？
医学・神経心理学的には、実は「遂行機能とはこれ」と完全に統一された一つの定義があるわけではない 

遂行機能障害とは目標を設定し、その目標を達成するために行動を 
計画・開始・調整・監視・修正していく能力が障害された状態

「目的を達成するために、自分の行動をコントロールする機能」

遂行機能をシンプルにいうと

→ 何をすればいいか考える：目的 
→ 行動を始める：計画 
→ 順番に進める：開始 
→ 状況が変わればやり方を変える：調整 
→ 「ちゃんとできているか？」を確認する：監視 
→ 間違っていれば修正する：修正 
→ 終了する

トイレに行く

この一連を目的に向けてまとめ上げる働きが遂行機能です。 
「遂行機能＝計画能力」と説明すると少し狭すぎ 



どうやって目標って立てるの？
「目標とは、今、何を優先して目指すのか？を決めるプロセス」

トイレに行きたい。お茶を入れよう。ご飯買いに行こう。

①現状を知る

②目指す状態を描く

③現状と目指す状態に 
ギャップがあることに気づく 目標が生まれる



どうやって目標って立てるの？
「目標とは、今、何を優先して目指すのか？を決めるプロセス」

トイレに行きたい。お茶を入れよう。ご飯買いに行こう。

①現状を知る

②目指す状態を描く

③現状と目指す状態に 
ギャップがあることに気づく 目標が生まれる

「今の自分」を客観的に見る 身体の状態・気持ち・環境など感覚や記憶から統合して把握

これからどうあるべきかを作る 記憶や経験、価値観から「こうなりたい」「こうすべき」を思い描く

今何を優先して 
目指すのか？

何が最も重要？ 
今とるべき行動は？ 

他のことより優先すべきこと



どうやって目標って立てるの？
「目標とは、今、何を優先して目指すのか？を決めるプロセス」

トイレに行きたい。お茶を入れよう。ご飯買いに行こう。

情報をまとめて 
状況を理解

前頭前野

①現状を知る 「今の自分」を客観的に見る

島皮質

内的状態・感情の把握

頭頂葉

感覚・空間・自己身体　

前頭前野



どうやって目標って立てるの？
「目標とは、今、何を優先して目指すのか？を決めるプロセス」

トイレに行きたい。お茶を入れよう。ご飯買いに行こう。

②目指す状態を描く

未来の想像
前頭前野

これからどうあるべきかを作る

・過去の経験 
・社会的ルール 
・価値観・目標

海馬

過去の記憶

背外側前頭前野

「今の目標は何？」
指示を出す監督



どうやって目標って立てるの？
「目標とは、今、何を優先して目指すのか？を決めるプロセス」

トイレに行きたい。お茶を入れよう。ご飯買いに行こう。

③現状と目指す状態に 
ギャップがあることに気づく

前部帯状皮質を含む内側前頭系

前帯状皮質

「前部帯状皮質を含む内側前頭系が、 
現在と目指す状態の不一致を捉え、 

その差に応じて行動を変える必要性を高める」



トイレに行くという目的をもつ
「これから何をするのか」という目的を持ち、それを保つこと。

目標・目的を持つ 目標・目的を保つ

現状の把握 
（頭頂葉＋島皮質＋前頭前野） 

＋ 
「これからどうあるべきか」を作る 

（前頭前野＋記憶） 
＋ 

「現在」と「目指す状態」に差がある 
（前部帯状皮質を含む内側前頭系） 

＝ 
「今、何を優先して目指すのか」

決めただけではダメ。 
「トイレに行く」 
という目標を、 

行動が終わるまで行動制御に 
使える状態に保つ必要がある。 

背外側前頭前野

目標



前頭前野
情報をまとめて 
状況を理解

島皮質
内的状態 
感情の把握



上頭頂小葉

半卵円中心レベル

５

７

中心溝

感覚 
空間 
自己身体　



放線冠レベル
背外側前頭前野

角回

縁状回

目的の保持

前帯状皮質
現状と目指す状態に 

ギャップがあることに気づく

感覚 
空間 
自己身体　



そもそも遂行機能とは？
医学・神経心理学的には、実は「遂行機能とはこれ」と完全に統一された一つの定義があるわけではない 

遂行機能障害とは目標を設定し、その目標を達成するために行動を 
計画・開始・調整・監視・修正していく能力が障害された状態

「目的を達成するために、自分の行動をコントロールする機能」

遂行機能をシンプルにいうと

トイレに行く

この一連を目的に向けてまとめ上げる働きが遂行機能です。 
「遂行機能＝計画能力」と説明すると少し狭すぎ 

→ 何をすればいいか考える：目的 
→ 行動を始める：計画 
→ 順番に進める：開始 
→ 状況が変わればやり方を変える：調整 
→ 「ちゃんとできているか？」を確認する：監視 
→ 間違っていれば修正する：修正 
→ 終了する



目標達成のための計画を立てる
計画：目標から逆算して行動プランを立てる

計画

目標を保持 必要な行動を 
思い出す

必要な行動を 
選ぶ

行動を順番に 
並べる

実行できる 
行動プランにする

今何をしようと 
しているか 
失わない

過去の経験を・知識 
を利用する

「立つ」 
「トイレまで歩く」 
「ドアを開ける」 

「便器の前まで行く」 
「ズボンを下ろす」 
「便座に座る」

「トイレに行って 
排泄する」

「今回は何が必要？」 
必要動作ー現状

目標 ・ 現在の状況から 
目標達成に必要な 
行動だけを選択する。 

ー立っている
ードア開いてる

「何を、どの順番で 
やればいい？」

ズボンを下ろす 
↓ 

トイレまで歩く 
↓ 

ドアを開ける

❌

考えて終わりではない

まず立つ。 
次にトイレへ行く。 
その次に……という、 
実際に実行可能な 
行動プラン 

前頭頭頂ネットワーク 
ワーキングメモリ



前頭前野とは？
前頭前野はワーキングメモリー、反応抑制、行動の切り替え、プラニング、推論などの認知・実行機能を担っている。

また、高次な情動・動機づけ機能とそれに基づく意思決定過程も担っている。 
さらに社会的行動、葛藤の解決や報酬に基づく選択など、多様な機能に関係している。

前頭前野の基本的な役割

不要なものの抑制
前頭前野

選択・決定
後頭葉・頭頂葉・側頭葉からの情報を集め 

集めた情報を元に運動を選択し実行する機能である

https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AD%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%A1%E3%83%A2%E3%83%AA%E3%83%BC&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E6%8A%91%E5%88%B6&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E8%A1%8C%E5%8B%95%E3%81%AE%E5%88%87%E3%82%8A%E6%9B%BF%E3%81%88&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E6%8E%A8%E8%AB%96&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E8%AA%8D%E7%9F%A5&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E5%AE%9F%E8%A1%8C%E6%A9%9F%E8%83%BD
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E6%83%85%E5%8B%95
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E5%8B%95%E6%A9%9F%E3%81%A5%E3%81%91&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E6%84%8F%E6%80%9D%E6%B1%BA%E5%AE%9A&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E7%9A%84%E8%A1%8C%E5%8B%95&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E8%91%9B%E8%97%A4&action=edit&redlink=1
https://bsd.neuroinf.jp/w/index.php?title=%E5%A0%B1%E9%85%AC&action=edit&redlink=1


計算100から7を順番に引いてください」

「覚える」でも「思い出す」でもなく 
「情報を保持しながら操作する」課題。

100-7＝93 
93-7＝86 
86-7＝79 
…… 

最初はできる。 
でも課題が長くなるにつれて、 
「……何でしたっけ？」 
集中が切れてくる。 

最初から、 
「100から…… 

何を引くんでしたっけ？」 
あるいは、 
100-7＝93 

↓ 
「次は……？」 

ルールや直前の結果を保持できない 

持続性注意＝「意識を向け続ける」 
ワーキングメモリ＝「情報を頭に置いたまま、使う・操作する」

Aさん Bさん

前頭頭頂葉ネットワークといえば 
↓ 

「１００」を一時的に保持する 
下頭頂小葉を中心とした領域 

↓ 
「-７」というルールを保持する 

前頭前野 
↓ 

100から７を引いていく 
前頭前野 ↔ 頭頂葉ワーキングメモリ 

↓ 
「８６」と答える 
左前頭葉 → 運動野 

これは、持続性注意の低下 ワーキングメモリの問題 



目標達成のための計画を立てる
計画：目標から逆算して行動プランを立てる

計画

目標を保持 必要な行動を 
思い出す

必要な行動を 
選ぶ

行動を順番に 
並べる

実行できる 
行動プランにする

今何をしようと 
しているか 
失わない

過去の経験を・知識 
を利用する

「立つ」 
「トイレまで歩く」 
「ドアを開ける」 

「便器の前まで行く」 
「ズボンを下ろす」 
「便座に座る」

「トイレに行って 
排泄する」

「今回は何が必要？」 
必要動作ー現状

目標 ・ 現在の状況から 
目標達成に必要な 
行動だけを選択する。 

ー立っている
ードア開いてる

「何を、どの順番で 
やればいい？」

ズボンを下ろす 
↓ 

トイレまで歩く 
↓ 

ドアを開ける

❌

考えて終わりではない

まず立つ。 
次にトイレへ行く。 
その次に……という、 
実際に実行可能な 
行動プラン 

前頭頭頂ネットワーク 
ワーキングメモリ

側頭葉・海馬 
頭頂葉（陳述記憶）



今日のリハビリは何時からだっけ？

海馬へ
昨日の出来事 

インデックスを検索

• 朝ごはん 
• リハビリの内容 
• 先生との話 
• 明日の予定

海馬から各領域に検索指令が送られる

セラピストの顔

10時という言葉

リハビリ室の風景

明日の予定

変更だらから重要

下側頭葉

左側頭葉

海馬傍回

前頭葉

扁桃体

想起

思い出す

「そうだ今日の 
10時から 

リハビリだ！」

検索ワード・目的の設定

前頭前野

「今日の予定を思い出したい」

想起

パペツ回路



目標達成のための計画を立てる
計画：目標から逆算して行動プランを立てる

計画

目標を保持 必要な行動を 
思い出す

必要な行動を 
選ぶ

行動を順番に 
並べる

実行できる 
行動プランにする

今何をしようと 
しているか 
失わない

過去の経験を・知識 
を利用する

「立つ」 
「トイレまで歩く」 
「ドアを開ける」 

「便器の前まで行く」 
「ズボンを下ろす」 
「便座に座る」

「トイレに行って 
排泄する」

「今回は何が必要？」 
必要動作ー現状

目標 ・ 現在の状況から 
目標達成に必要な 
行動だけを選択する。 

ー立っている
ードア開いてる

「何を、どの順番で 
やればいい？」

ズボンを下ろす 
↓ 

トイレまで歩く 
↓ 

ドアを開ける

❌

考えて終わりではない

まず立つ。 
次にトイレへ行く。 
その次に……という、 
実際に実行可能な 
行動プラン 

前頭頭頂ネットワーク 
ワーキングメモリ

側頭葉・海馬 
頭頂葉（陳述記憶）

背外側前頭前野 
腹外側前頭前野を含む 
前頭頭頂ネットワーク



選択性注意 妨害刺激を無視して 
必要な情報に集中する能力。

騒がしいリハ室でも 
集中できるか

周囲の会話や物音があっても 
目の前の課題を続けられる。

選択性注意
「たくさんの情報から必要なものを選ぶ力」

「何に注意を向けるか」 
「どこに注意を向けるか」

上頭頂小葉
スポットライト

腹外側前頭前野

「不要な刺激を抑える」44/45/47
病院の廊下で歩行練習。 
前から知り合いが来る。 

しかし、今は歩くことに集中。 
話しかけるのは後。と抑える。 

前帯状皮質
「競合している情報を監視する」

歩行中、足元を見る？ 
前を見る？という競合が起こる。 
「今は前を見る方が重要」と判断

大脳基底核

「不要な反応を止める」
連合野ループ

足元を見る運動を間接経路。 
前を見る運動を直接経路。 「今、大事なものだけを選び、それ以外を無視する」

モニター（監視役）

指示を出す監督
背外側前頭前野

脳のどこが障害されると起こる？

「今の目標は何？」
指示を出す監督



注意と行動選択の違い
選択性注意 計画における行動選択

選ぶもの 情報 行動

問い 「何を見る・聞く？」 「何をする？」

基準 今の課題に必要な情報か 目標達成に必要な行動か

例 トイレのドアに注意を向ける ドアを開けるという行動を選ぶ

主なネットワーク 背側注意ネットワークなど 前頭―頭頂の認知制御系など

選択性注意は「今、何に注意を向ける？」計画の行動選択は「今、何をする？」

同じ背側前頭前野・腹側前頭前野だけど違うの？



目標達成のための計画を立てる
計画：目標から逆算して行動プランを立てる

計画

目標を保持 必要な行動を 
思い出す

必要な行動を 
選ぶ

行動を順番に 
並べる

実行できる 
行動プランにする

今何をしようと 
しているか 
失わない

過去の経験を・知識 
を利用する

「立つ」 
「トイレまで歩く」 
「ドアを開ける」 

「便器の前まで行く」 
「ズボンを下ろす」 
「便座に座る」

「トイレに行って 
排泄する」

「今回は何が必要？」 
必要動作ー現状

目標 ・ 現在の状況から 
目標達成に必要な 
行動だけを選択する。 

ー立っている
ードア開いてる

「何を、どの順番で 
やればいい？」

ズボンを下ろす 
↓ 

トイレまで歩く 
↓ 

ドアを開ける

❌

考えて終わりではない

まず立つ。 
次にトイレへ行く。 
その次に……という、 
実際に実行可能な 
行動プラン 

前頭頭頂ネットワーク 
ワーキングメモリ

側頭葉・海馬 
頭頂葉（陳述記憶）

背外側前頭前野 
腹外側前頭前野を含む 
前頭頭頂ネットワーク

前頭頭頂ネットワーク 
ワーキングメモリ

前頭頭頂ネットワーク 
ワーキングメモリ



計画と運動プログラムは違うのか？
遂行機能の「計画」 運動プログラム・行為のプログラム

基本的な問い 「何を、どの順番でする？」 「それを、どう動いて実現する？」

目的 目標達成までの行動の道筋を作る 一つの行為を実現するための動作を組み立てる

階層 上位 計画より下位

トイレの例 歩く→ドアを開ける→便器へ近づく→ズボンを下ろす→座る 「ドアを開ける」ために手を伸ばす→手の形を作る→ノブを握る→回す

選択するもの 行動・行為 具体的な運動・動作

順序 行動同士の順序 身体運動の時間的・空間的な系列

主な脳領域 背外側前頭前野を含む前頭―頭頂ネットワーク 頭頂葉―運動前野系、補足運動野、基底核、小脳など

障害された場合 「トイレに行きたい」は分かるが、何をどの順番ですればいいか組み立てられない 何をするかは分かるが、その行為をどう実現するかがうまく組み立てられない



前頭前野
情報をまとめて 
状況を理解

島皮質
内的状態 
感情の把握



放線冠レベル
背外側前頭前野

腹外側前頭前野

角回

縁状回

前帯状皮質



前頭葉

側頭葉

街並み失認

相貌失認

健忘

情動記憶

純粋失読（左）

扁桃体

海馬

海馬傍回

舌状回

傍錘状回

下後頭回

想起
乳頭体

健忘：パペツ回路



そもそも遂行機能とは？
医学・神経心理学的には、実は「遂行機能とはこれ」と完全に統一された一つの定義があるわけではない 

遂行機能障害とは目標を設定し、その目標を達成するために行動を 
計画・開始・調整・監視・修正していく能力が障害された状態

「目的を達成するために、自分の行動をコントロールする機能」

遂行機能をシンプルにいうと

トイレに行く

この一連を目的に向けてまとめ上げる働きが遂行機能です。 
「遂行機能＝計画能力」と説明すると少し狭すぎ 

→ 何をすればいいか考える：目的 
→ 行動を始める：計画 
→ 順番に進める：開始 
→ 状況が変わればやり方を変える：調整 
→ 「ちゃんとできているか？」を確認する：監視 
→ 間違っていれば修正する：修正 
→ 終了する



計画を実行に移すために
開始：わかっているを「やる」に変える

開始

現状の状況を確認し 
行動できるか判断する

その行動を起こす 
価値があるか？

得られるもの 
（尿意からの解放） 
必要な努力 
（歩くの大変） 
緊急性 

（もれる）

今立ってトイレに 
行ける状況か？

複数の行動の中から 
行動を選択

優先順位の決定 
「立つを選択」

どの行動を通すか？ 
どの行動を抑制するか？

必要なタイミングで 
動作を開始

NOGO 
また立たない 

↓ 
GO 

今立って

選択された行動が 
運動系に橋渡し

立つという上位 
目標が、具体的ない 
身体運動につながる 

前頭頭頂ネットワーク 
ワーキングメモリ

今実行すべき状況か 
評価する

行動の必要性・価値 
コストを評価する

実行する/しないの 
行動選択

実行モードへ 
GO/NOGO 実行へ

周囲の環境(介助など) 
身体の状況(バランス) 
ルール・タイミング

前頭前野・前帯状皮質 
線条体（側坐核） 連合野ループ 運動ループ 運動野



計画→運動プログラムの生成→選択→変換→予測→実行→感覚FB→誤差修正→修正
運動プログラムをメインとした流れとは？

皮質脊髄路 
↓ 

脊髄外側 
↓ 
前角 
↓ 

Α運動ニューロン 
↓ 
筋肉

出力経路
皮質網様体路 

↓ 
網様体 
↓ 
前角 
↓ 

γ運動ニューロン 
↓ 
筋紡錘

出力経路

計画

運動前野

目的の決定 
ルールや状況の判断 
「何をいつどのように」 
を行うか決める

プログラム生成

補足運動野
時系列の運動プログラム
① 手を伸ばす 
② 手を開く 
③ コップをつかむ 
④ 口に運ぶ

運動の設計図

選択と開始

運動ループ

大脳基底核
複数の候補から 
今すべき運動の選択
① 直接経路：GO 
② 間接経路：NO

誤ったプログラムの 
抑制と不要な運動の抑制

中継

視床
VA

運動の変換

運動前野
実際の身体の座標・ 
筋活動パターンに変換

① どこへ 
② いつ・どの速さ 
③ どのクダイの力で 
④ 姿勢

予測・タイミング

小脳
実際の身体の座標・ 
筋活動パターンに変換

① タイミング 
② 組み合わせ 
③ 出力

内部モデル

中継

視床
VL

実行

運動野
実際の身体の座標・ 
筋活動パターンに変換

① どこへ 
② いつ・どの速さ 
③ どのクダイの力で 
④ 姿勢

感覚FB

実際に起こった結果の 
情報が末梢からの脳へ 
• 視覚 
• 体性感覚 
• 前庭覚

教師あり学習

小脳
遠心性コピーと 
深部感覚での 
差異に対して 

誤差学習を行う

報酬学習

大脳基底核
結果が予想以上の 
成果を生んだのか？ 
それ以下だったのか？ 
ここでドーパミンという 
報酬が出るか？ 
出ないのか？ 

強化学習



被殻

大脳皮質 
補足運動野 眼球運動領域 前頭前皮質 

背外側部
外側眼窩 
前頭皮質 前帯状回

腹側線条体

VL核 MD核

運動ループ 眼球運動ループ 連合野ループ 辺縁系ループ

尾状核

VA核 
MD核

淡蒼球内節 
黒質網様部

大脳皮質

基底核 
入力部

基底核 
出力部

視床

側坐核



そもそも遂行機能とは？
医学・神経心理学的には、実は「遂行機能とはこれ」と完全に統一された一つの定義があるわけではない 

遂行機能障害とは目標を設定し、その目標を達成するために行動を 
計画・開始・調整・監視・修正していく能力が障害された状態

「目的を達成するために、自分の行動をコントロールする機能」

遂行機能をシンプルにいうと

トイレに行く

この一連を目的に向けてまとめ上げる働きが遂行機能です。 
「遂行機能＝計画能力」と説明すると少し狭すぎ 

→ 何をすればいいか考える：目的 
→ 行動を始める：計画 
→ 順番に進める：開始 
→ 状況が変わればやり方を変える：調整 
→ 「ちゃんとできているか？」を確認する：監視 
→ 間違っていれば修正する：修正 
→ 終了する



実行した運動を調整
調整

状況の変化を捉える 変化が、今の行動に 
関係するか判断する

「何をどの程度 
変えるか」を決める

調整された行動 
を実行する

調整しながら 
目標へ進み続ける

「さっきと状況が 
変わった」 

感覚情報から集める 

「前から人が来た」 
「床に物がある」 
「身体が右に傾いた」 

頭頂葉、視覚系、 
体性感覚系、前庭系、 

島皮質など

「この変化に対応 
する必要がある？」

前頭頭頂ネットワーク 
前部帯状皮質

「では、何を変える？」

前部帯状皮質を含む 
内側前頭系

「少し速度を落として 
右へ寄ろう」 

歩行速度を落とす 
進行方向を少し変える

運動前野・補足運動野・ 
基底核・小脳・一次運動野

「トイレへ行く」 

「状況に合わせて、行動をその場で合わせ続ける」 

前から人が来た 
↓ 

このまま歩けばぶつかる 

速度：速い → 少し遅くする 
方向：真ん中 → 少し右へ寄る 
歩幅：大きい → 少し小さくする 
注意：トイレの方向  
　　　→ 一時的に人との距離へ 
タイミング：そのまま進む  
　　　→ 一度待つ

人を避ける 
↓ 

元の進行方向へ戻る 
↓ 

トイレへ向かって 
歩き続ける

前頭頭頂ネットワーク 
ワーキングメモリ



実行した運動を監視
監視

実際の状況を 
取得する

目標・計画を 
保持する 両者を比較する ズレの大きさ 

意味を評価する
このまま続けていいか 

判断する

「今どうなっている？」 
感覚情報から集める 

・今どこにいる？ 
・身体はどうなっている 
・トイレの方向は？ 
・ドアは開いている？ 

頭頂葉、視覚系、 
体性感覚系、前庭系、 

島皮質など

「本来どうなって 
いるはずか？」 

を頭の中に保っておく

・目標：トイレへ行く 
・計画：今はトイレに 
向かって歩いているはず 

前頭頭頂ネットワーク 
ワーキングメモリ

「実際」と「計画」 
を比べる

予定：トイレに向かって歩く 
実際：テレビの前で止まっている 

↓ 
「あれ？予定と違う？」 

前部帯状皮質

「このズレは放って 
おいて大丈夫？」を 

判断する 
・影響が小さいズレ → 問題なし 
・影響が大きいズレ → 問題あり

↓ 
「このままだとトイレに 
着けないかも……」
前部帯状皮質、 
内側前頭前野、 
背外側前頭前野

ズレなし 
計画どおり進んでいる 

↓ 
このまま継続 

ズレあり 
このままではダメ 

↓ 
修正が必要 

最終的に、 
次のどちらかを決める 

前頭前野ネットワークと 
基底核などの連携

「このままで目標に届く？」を確認し続ける 



実行した運動を修正
修正

「修正が必要」と 
判断する

今までのやり方 
を止める 別の方法を考える 新しい方法を 

比較して選ぶ 計画を更新する

監視によって、 
予定：この廊下を通って 

トイレへ行く 

実際：廊下に荷物が 
置かれていて通れない 

↓ 
不一致を検出 

これまでの反応・ 
方略を抑制する 

↓ 
別の方法を選べる 
状態にする

腹外側前頭前野 
連合野ループ

別の方法を考える

背外側前頭前野

計画の変更 

背外側前頭前野

「このままではダメ」を「じゃあ、どう変える？」に変える

前部帯状皮質

候補A 
荷物を避けて横を通る 

候補B 
別の廊下から回る 

候補C 
荷物をどかしてもらう 

「どの方法なら、 
今の状況で目標に届く」

荷物の横を通る 
→ 狭くて転倒しそう 
荷物をどかす 

→ 重くて動かせない 
別の廊下を使う 

→ 少し遠いけれど安全 
↓ 

「別の廊下から行こう」 

前頭前野 
連合野ループ

この廊下を進む  
→ トイレへ行く 

から 
一度戻る  

→ 別の廊下へ行く  
→ トイレへ向かう 

に変更



調整 監視 修正

問い 「今の状況にどう合わせる？」 「予定どおり進んでる？」 「このままではダメ。どう変える？」

基本 状況への適応 予定と実際の照合 問題への対応

変える？ 変える 原則まだ変えない 変える

何を変える？ 今の行動の程度・やり方 ― 計画・方法・戦略

例 人が来たので速度を落とす 「トイレ方向から外れている」と気づく 「一度戻って別ルートで行こう」

時間軸 リアルタイム 行動中ずっと ズレ・失敗を検出した後

脳がしていること 状況変化に合わせて制御量を変える 予測・目標と実際を比較し、不一致を検出する 検出したズレをもとに、新しい方法を選び直す

一言で 合わせる脳 比べて気づく脳 考え直す脳



そもそも遂行機能とは？
医学・神経心理学的には、実は「遂行機能とはこれ」と完全に統一された一つの定義があるわけではない 

遂行機能障害とは目標を設定し、その目標を達成するために行動を 
計画・開始・調整・監視・修正していく能力が障害された状態

「目的を達成するために、自分の行動をコントロールする機能」

遂行機能をシンプルにいうと

→ 何をすればいいか考える：目的 
→ 行動を始める：計画 
→ 順番に進める：開始 
→ 状況が変わればやり方を変える：調整 
→ 「ちゃんとできているか？」を確認する：監視 
→ 間違っていれば修正する：修正 
→ 終了する

トイレに行く

この一連を目的に向けてまとめ上げる働きが遂行機能です。 
「遂行機能＝計画能力」と説明すると少し狭すぎ 


